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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を示す電子透かしを埋め込む
と共に、前記複製が実行される前に前記電子透かしを検出することにより複製を管理する
複製管理方法であって、
　前記電子透かしは前記制御情報の内容が後に変化する位置を示す変化位置情報と、当該
電子透かしが埋め込まれた前記コンテンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情
報と、を含むことを特徴とする複製管理方法。
【請求項２】
　前記変化位置情報は、前記電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すもの
であることを特徴とする請求項１に記載の複製管理方法。
【請求項３】
　前記変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が
次の内容に変化する位置を示すことを特徴とする請求項１に記載の複製管理方法。
【請求項４】
　前記電子透かしは前記変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含むこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の複製管理方法。
【請求項５】
　前記電子透かしに含まれる複数の前記変化位置を示すテーブルとして記録されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の複製管理方法。



(2) JP 4317667 B2 2009.8.19

10

20

30

40

50

【請求項６】
　前記テーブルには前記複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が
含まれることを特徴とする請求項５に記載の複製管理方法。
【請求項７】
　デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を示す電子透かしを埋め込む
と共に、前記複製が実行される前に前記電子透かしを検出する複製管理装置であって、
　電子透かしを前記コンテンツに埋め込む埋め込み手段を備え、
　前記電子透かしは前記制御情報の内容が後に変化する位置を示す変化位置情報と、当該
電子透かしが埋め込まれた前記コンテンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情
報と、を含むことを特徴とする複製管理装置。
【請求項８】
　前記変化位置情報は、前記電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すもの
であることを特徴とする請求項７に記載の複製管理装置。
【請求項９】
　前記変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が
次の内容に変化する位置を示すことを特徴とする請求項７に記載の複製管理装置。
【請求項１０】
　前記電子透かしは前記変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含むこ
とを特徴とする請求項７～９のいずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項１１】
　前記電子透かしに含まれる前記変化位置情報は複数の前記変化位置を示すテーブルとし
て記録されていることを特徴とする請求項７に記載の複製管理装置。
【請求項１２】
　前記テーブルには前記複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が
含まれることを特徴とする請求項１１に記載の複製管理装置。
【請求項１３】
　前記埋め込み手段により前記電子透かしが埋め込まれた前記コンテンツを配信する配信
手段を備えることを特徴とする請求項７～１２のいずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項１４】
　デジタル情報からなるコンテンツに埋め込まれた複製に関する制御情報に応じた制御を
実行する複製管理装置であって、
　複製が実行される前に前記電子透かしを読み取る電子透かし読取手段と、
　制御情報の変化位置を検出する変化位置検出手段と、
　前記変化位置検出手段により変化位置が検出されると前記複製管理装置の処理を変更す
る制御手段と、を備え、
　前記電子透かしは前記制御情報の内容が変化する位置を示す変化位置情報と、当該電子
透かしが埋め込まれた前記コンテンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情報と
、を含むことを特徴とする複製管理装置。
【請求項１５】
　前記変化位置情報は、前記電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すもの
であることを特徴とする請求項１４に記載の複製管理装置。
【請求項１６】
　前記変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が
次の内容に変化する位置を示すことを特徴とする請求項１４に記載の複製管理装置。
【請求項１７】
　前記電子透かしに含まれる前記変化位置情報は複数の前記変化位置を示すテーブルとし
て記録されていることを特徴とする請求項１４に記載の複製管理装置。
【請求項１８】
　前記テーブルには前記複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す前記内容情
報が含まれることを特徴とする請求項１７に記載の複製管理装置。
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【請求項１９】
　前記電子透かしは前記変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含み、
　前記制御手段は前記電子透かしに含まれる前記内容情報に応じた処理に変更することを
特徴とする請求項１４～１８のいずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項２０】
　前記コンテンツを再生する再生手段を備え、
　前記再生手段は前記制御手段により制御されることを特徴とする請求項１４～１９のい
ずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項２１】
　前記コンテンツを記録する記録手段を備え、
　前記記録手段は前記制御手段により制御されることを特徴とする請求項１４～１９のい
ずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項２２】
　前記コンテンツを受信する受信手段を備え、
　前記受信手段は前記制御手段により制御されることを特徴とする請求項１４～１９のい
ずれか１項に記載の複製管理装置。
【請求項２３】
　デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を示す電子透かしを埋め込む
処理と共に、前記複製が実行される前に前記電子透かしを検出する処理をコンピュータに
実行させるためのプログラムであって、
　前記電子透かしに前記制御内容が後に変化する位置を示す変化位置情報、及び当該電子
透かしが埋め込まれた前記コンテンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情報を
含ませる手順と、
　前記電子透かしを前記コンテンツに埋め込む手順と、を規定することを特徴とするプロ
グラム。
【請求項２４】
　前記変化位置情報は、前記電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すもの
であることを特徴とする請求項２３に記載のプログラム。
【請求項２５】
　前記変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が
次の内容に変化する位置を示すことを特徴とする請求項２３に記載のプログラム。
【請求項２６】
　前記電子透かしは前記変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含むこ
とを特徴とする請求項２３～２５のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項２７】
　前記電子透かしに含まれる前記変化位置情報は複数の前記変化位置を示すテーブルとし
て記録されていることを特徴とする請求項２３に記載のプログラム。
【請求項２８】
　前記テーブルには前記複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が
含まれることを特徴とする請求項２７に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル情報からなるコンテンツに複製を制限するための電子透かしを埋め込
む、電子透かし埋め込み方法等に関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルテレビ放送の実現により、映像のデジタル信号による配信が一般化しつつある。
また、映像を光ディスクや磁気テープなどにデジタルデータとして記録するビデオレコー
ダーも普及しつつある。映像をデジタルデータとして記録することができれば、映像を劣
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化させることなく複製することが可能となる。このため、著作権等の観点から、映像の複
製を制限する必要がある。
【０００３】
例えば、特開平２０００－１７３１７５号公報に開示されたウォータマーク（電子透かし
）技術は映像の複製を制限する技術の１つであり、デジタル映像に複製制限に関する情報
を埋め込む技術である。ウォータマークは、映像中に隠れるように埋め込まれる。このた
め、ウォータマークを映像中に埋め込んでも、映像の質はほとんど低下しない。また、ウ
ォータマークが埋め込まれた映像を受け取った者は、その映像中にウォータマークが存在
することさえ認識できないであろうから、ウォータマークを映像から除去することは極め
て困難である。
【０００４】
上記特開平２０００－１７３１７５号公報には、複製禁止を示すウォータマークと１世代
複製許可を示すウォターマークを用いたシステムが開示されている。このようなシステム
によれば、複製の回数を管理することができるので、著作権の問題を生じさせることなく
、テレビ放送の受信者は放送時間に束縛されずに配信された映像を見ることができる。
【０００５】
このシステムでは、デジタル映像がビデオレコーダーに入力されたとき、ビデオレコーダ
ーはその映像中にウォータマークが存在するか否かを判断する。ウォータマークが存在し
、そのウォータマークが複製禁止を示すものであれば、ビデオレコーダーはその映像の記
録を行わない。また、ウォータマークが存在していないとき、あるいはウォータマークは
存在するがそのウォータマークが１世代複製許可を示すものであれば、ビデオレコーダー
は、その映像は複製許可されていると判断し、その映像を例えば光ディスクに記録する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
映像を放送局から放送する場合には、通常、複数の映像コンテンツを連続して放送する形
態がとられる。したがって、映像の複製に関する制御情報、すなわち、複製禁止、１世代
複製許可、複製許可などの情報が互いに異なる映像コンテンツが、連続して放送されるこ
とになる。例えば、複製禁止の映像コンテンツに続けて、複製許可の映像コンテンツが放
送される場合等が考えられる。
【０００７】
しかし、ウォータマークの有無やウォータマークの種類の切り換わりの検出には、所定の
時間（例えば、１０秒間以下の所定時間）を要する。このため、映像コンテンツの切り替
わりに速やかに検出が追従できず、後続の映像コンテンツの冒頭部分では、実際の制御情
報と異なる制御情報が認識されることになる。
【０００８】
例えば、受信装置や再生装置においては、ウォータマークによる制御情報として認識され
る内容とセクター内の実際の制御情報の内容との不一致による不都合が発生し、例えば、
アナログビデオ信号に加えるコピー制御情報であるマイクロビジョン信号の制御に支障を
来す問題がある。また、記録装置においても、例えば、映像のコンテンツが複製禁止から
複製許可に切り替わったにもかかわらず、後続の映像コンテンツの冒頭部分の複製が禁止
されてしまい、その冒頭部分の映像が録画できなくなったり、あるいは映像コンテンツが
１世代複製許可から複製許可に切り替わったにもかかわらず、後続の映像コンテンツの冒
頭部分に複製済みのウォータマークを埋め込んでスクランブルをかけてしまうという問題
が発生する。また、これとは逆に、複製が禁止されているコンテンツの先頭部分が記録さ
れてしまうという不都合も発生する。
【０００９】
本発明は、制御情報の検出遅れに伴う問題を解消しうる複製管理方法等を提供することを
目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
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　本発明の複製管理方法は、デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を
示す電子透かしを埋め込むと共に、前記複製が実行される前に前記電子透かしを検出する
ことにより複製を管理する複製管理方法であって、前記電子透かしは前記制御情報の内容
が後に変化する位置を示す変化位置情報と、当該電子透かしが埋め込まれた前記コンテン
ツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情報と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　この複製管理方法によれば、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化
位置を予め認識しておくことができるので、コンテンツの切り替わり時などに発生する制
御情報の変化に迅速に対応することができ、コンテンツの再生中、受信中、あるいは記録
中に、前もって次のコンテンツに切り替わるタイミングおよび次のコンテンツの制御情報
が判るため、次のコンテンツへの移行と同時に、当該次のコンテンツの制御情報に応じた
正しい動作を確保することが可能となる。
【００１２】
なお、本明細書において、「制御情報の内容の変化位置」は制御情報の終端、始点、切り
替わり位置を含む概念である。
【００１３】
変化位置情報は、電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すものであっても
よい。
【００１４】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、コンテンツの終端位置を予め認識して
おくことができるので、コンテンツの終端における制御情報の変化に迅速に対応すること
ができる。
【００１５】
変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が次の内
容に変化する位置を示してもよい。
【００１６】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化する位置を予め
認識しておくことができるので、制御情報の切り替わりに迅速に対応することができる。
【００１７】
電子透かしは変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含んでもよい。
【００１８】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００１９】
電子透かしに含まれる複数の変化位置を示すテーブルとして記録されていてもよい。
【００２０】
この場合には、一旦、テーブルを読み取ることによりテーブルに含まれる変化位置をすべ
て認識することができるため、その後にコンテンツの途中で別のコンテンツに移行したよ
うな場合であっても、新たなコンテンツに対して迅速に必要な処理や動作を確保すること
ができる。
【００２１】
テーブルには複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が含まれても
よい。
【００２２】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００２３】
本発明の複製管理装置は、デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を示
す電子透かしを埋め込む複製管理装置であって、電子透かしをコンテンツに埋め込む埋め
込み手段（２０１）を備え、電子透かしは制御情報の内容の変化位置を示す変化位置情報
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を含むことを特徴とする。
【００２４】
この複製管理装置によれば、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化位
置を予め認識しておくことができるので、コンテンツの切り替わり時などに発生する制御
情報の変化に迅速に対応することができる。
【００２５】
変化位置情報は、電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すものであっても
よい。
【００２６】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、コンテンツの終端位置を予め認識して
おくことができるので、コンテンツの終端における制御情報の変化に迅速に対応すること
ができる。
【００２７】
変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が次の内
容に変化する位置を示してもよい。
【００２８】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化する位置を予め
認識しておくことができるので、制御情報の切り替わりに迅速に対応することができる。
【００２９】
電子透かしは変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含んでもよい。
【００３０】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００３１】
電子透かしに含まれる複数の変化位置を示すテーブルとして記録されていてもよい。
【００３２】
この場合には、一旦、テーブルを読み取ることによりテーブルに含まれる変化位置をすべ
て認識することができるため、その後にコンテンツの途中で別のコンテンツに移行したよ
うな場合であっても、新たなコンテンツに対して迅速に必要な処理や動作を確保すること
ができる。
【００３３】
テーブルには複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が含まれても
よい。
【００３４】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００３５】
埋め込み手段（２０１）により電子透かしが埋め込まれたコンテンツを配信する配信手段
（２１０等）を備えてもよい。
【００３６】
この場合には、配信手段により配信されたコンテンツの制御情報の変化に適切に対応でき
る。
【００４９】
　本発明の複製管理装置は、デジタル情報からなるコンテンツに埋め込まれた複製に関す
る制御情報に応じた制御を実行する複製管理装置であって、前記複製が実行される前に電
子透かしを読み取る電子透かし読取手段（１０７）と、制御情報の変化位置を検出する変
化位置検出手段（１０４）と、変化位置検出手段（１０４）により変化位置が検出される
と複製管理装置の処理を変更する制御手段（１１５）と、を備え、電子透かしは制御情報
の内容が後に変化する位置を示す変化位置情報と、当該電子透かしが埋め込まれた前記コ
ンテンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情報と、を含むことを特徴とする。
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【００５０】
　この複製管理装置によれば、電子透かし読取手段により電子透かしを読み取ることによ
り、制御情報の内容の変化位置を予め認識しておくことができるので、変化位置検出手段
により変化位置、例えば、コンテンツの切り替わり位置が検出されたときに処理を切換え
ることにより、制御情報の変化に対して迅速に対応でき、コンテンツの再生中、受信中、
あるいは記録中に、前もって次のコンテンツに切り替わるタイミングおよび次のコンテン
ツの制御情報が判るため、次のコンテンツへの移行と同時に、当該次のコンテンツの制御
情報に応じた正しい動作を確保することが可能となる。
【００５１】
変化位置情報は、電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すものであっても
よい。
【００５２】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、コンテンツの終端位置を予め認識して
おくことができるので、コンテンツの終端における制御情報の変化に迅速に対応すること
ができる。
【００５３】
変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が次の内
容に変化する位置を示してもよい。
【００５４】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化する位置を予め
認識しておくことができるので、制御情報の切り替わりに迅速に対応することができる。
【００５５】
電子透かしに含まれる複数の変化位置を示すテーブルとして記録されていてもよい。
【００５６】
この場合には、一旦、テーブルを読み取ることによりテーブルに含まれる変化位置をすべ
て認識することができるため、その後にコンテンツの途中で別のコンテンツに移行したよ
うな場合であっても、新たなコンテンツに対して迅速に必要な処理や動作を確保すること
ができる。
【００５７】
テーブルには複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が含まれても
よい。
【００５８】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００５９】
電子透かしは変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含み、制御手段（
１１５）は電子透かしに含まれる内容情報に応じた処理に変更してもよい。
【００６０】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００６１】
コンテンツを再生する再生手段（１１２等）を備え、再生手段（１１２等）は制御手段（
１１５）により制御されてもよい。
【００６２】
この場合には、電子透かし読取手段により電子透かしを読み取ることにより、制御情報の
内容の変化位置を予め認識しておくことができるので、変化位置検出手段により変化位置
、例えば、コンテンツの切り替わり位置が検出されたときに再生手段（１１２等）の動作
を切換えることにより、制御情報の変化に迅速に対応できる。
【００６３】
コンテンツを記録する記録手段（１５２、１５５、１５６等）を備え、記録手段（１５２
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、１５５、１５６）は制御手段（１１５）により制御されてもよい。
【００６４】
この場合には、電子透かし読取手段により電子透かしを読み取ることにより、制御情報の
内容の変化位置を予め認識しておくことができるので、変化位置検出手段により変化位置
、例えば、コンテンツの切り替わり位置が検出されたときに記録手段（１５２、１５５、
１５６等）の動作を切換えることにより、制御情報の変化に迅速に対応できる。
【００６５】
コンテンツを受信する受信手段（３０９等）を備え、受信手段（３０９等）は制御手段（
３１１）により制御されてもよい。
【００６６】
この場合には、電子透かし読取手段により電子透かしを読み取ることにより、制御情報の
内容の変化位置を予め認識しておくことができるので、変化位置検出手段により変化位置
、例えば、コンテンツの切り替わり位置が検出されたときに受信手段（３０９等）の動作
を切換えることにより、制御情報の変化に迅速に対応できる。
【００６７】
　本発明のプログラムは、デジタル情報からなるコンテンツに複製に関する制御情報を示
す電子透かしを埋め込むと共に、前記複製が実行される前に前記電子透かしを検出する処
理をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、電子透かしに制御情報の内容
が後に変化する位置を示す変化位置情報、及び当該電子透かしが埋め込まれた前記コンテ
ンツの終端位置に後続する他のコンテンツの制御情報を含ませる手順と、電子透かしをコ
ンテンツに埋め込む手順と、を規定することを特徴とする。
【００６８】
変化位置情報は、電子透かしが埋め込まれたコンテンツの終端位置を示すものであっても
よい。
【００６９】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、コンテンツの終端位置を予め認識して
おくことができるので、コンテンツの終端における制御情報の変化に迅速に対応すること
ができる。
【００７０】
変化位置情報は、この変化位置情報が含まれる電子透かしが示す制御情報の内容が次の内
容に変化する位置を示してもよい。
【００７１】
この場合には、電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容の変化する位置を予め
認識しておくことができるので、制御情報の切り替わりに迅速に対応することができる。
【００７２】
電子透かしは変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報を含んでもよい。
【００７３】
この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００７４】
電子透かしに含まれる複数の変化位置を示すテーブルとして記録されていてもよい。
【００７５】
この場合には、一旦、テーブルを読み取ることによりテーブルに含まれる変化位置をすべ
て認識することができるため、その後にコンテンツの途中で別のコンテンツに移行したよ
うな場合であっても、新たなコンテンツに対して迅速に必要な処理や動作を確保すること
ができる。
【００７６】
テーブルには複数の変化位置から開始される制御情報の内容を示す内容情報が含まれても
よい。
【００７７】
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この場合には、変化位置から開始される制御情報の内容に応じて、適切な処理や動作を確
保することができる。
【００７８】
なお、本発明の理解を容易にするために添付図面の参照符号を括弧書きにて付記するが、
それにより本発明が図示の形態に限定されるものではない。
【００７９】
【発明の実施の形態】
－第１の実施形態－
以下、図１～図５を参照して、本発明による複製管理方法の第１の実施形態について説明
する。なお、本実施形態では、デジタル情報からなるコンテンツとして映像コンテンツを
例示しているが、本発明は音楽コンテンツ等すべてのデジタル情報からなるコンテンツに
適用できる。
【００８０】
図１は本発明の複製管理方法が適用される光ディスクのデータレイアウトを示す図である
。
【００８１】
図１に示すように、光ディスク１００では、ユーザデータエリアに、ビデオ・オーディオ
情報と、各ビデオ・オーディオ情報に関するナビゲーション情報とが交互に記録される。
また、ユーザデータエリアの先頭には、ナビゲーション情報の階層構造を示すファイルシ
ステムを記録するエリアが設けられる。さらに、ユーザデータの直前に設けられたリード
インエリアにはディスク情報が記録される。
【００８２】
各ビデオ・オーディオ情報のエリアには、コンテンツ１および２のデータとしてのビデオ
データとともに、そのビデオデータに対する複製の制限に関する情報（制御情報）を示す
ウォータマーク１ａおよび２ａが記録されている。ウォータマーク１ａおよび２ａは、ビ
デオデータ中において、繰り返し多数埋め込まれている。
【００８３】
図１の例では、複製禁止の制御情報を有するコンテンツ１の後に、複製許可の制御情報を
有するコンテンツ２が連続している。コンテンツ１には、コンテンツ１の制御情報（複製
許可）を示すウォータマーク１ａが埋め込まれ、コンテンツ２には、コンテンツ２の制御
情報（複製禁止）を示すウォータマーク２ａが埋め込まれる。
【００８４】
図２は、ウォータマークとして埋め込まれる情報のフォーマットを示す図である。この例
では、ウォータマークで示される情報は１６バイトであり、１フレームあたり１バイトが
埋め込まれ、１６フレームでひとつの情報を示す。これらの情報がウォータマークとして
コンテンツ内の全部のフレームに埋め込まれている。図２に示すように、この例ではヘッ
ダ情報および制御情報として１バイト、現在（再生中、受信中、記録中）のコンテンツの
終端位置を示す情報として２バイト、後続のコンテンツの制御情報の内容を示す情報とし
て１バイト、著作権情報として３バイト、残りのバイトは予備領域および誤り訂正コード
に、それぞれ振り分けられている。
【００８５】
このように、第１の実施形態では、現在のコンテンツの終端位置と、後続のコンテンツの
制御情報がウォータマークとして記録されている。したがって、コンテンツの再生中、受
信中、あるいは記録中に、前もって次のコンテンツに切り換わるタイミングおよび次のコ
ンテンツの制御情報が判るため、次のコンテンツへの移行と同時に、当該次のコンテンツ
の制御情報に応じた正しい動作を確保することが可能となる。
【００８６】
なお、コンテンツの終端位置は、例えば、パッケージメディアの場合にはアドレスにより
規定することができるが、本発明はパッケージメディアへの適用に限定されない。例えば
、放送メディアの場合には、コンテンツの終端位置をタイムスタンプにより規定すること
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ができる。
【００８７】
図３は、本発明の複製管理方法に対応する情報記録再生装置の構成を示すブロック図であ
る。
【００８８】
情報記録再生装置１００は、再生システムとして、光ディスクＤＫの駆動装置１０１と、
情報の記録再生を行うための光学ヘッド１０２と、光学ヘッド１０２の出力信号を増幅す
るヘッドアンプ１０３と、ＤＶＤフォーマットに基づき、復調、デインターリーブ、デス
クランブル、エラー修正、セクタＩＤ等の検出を行うＤＶＤ信号復調器１０４と、ＤＶＤ
信号復調等に必要なデータを随時記憶するＲＡＭ１０５と、ＤＶＤ信号復調器１０５の出
力信号を受けるデマルチプレクサ１０６と、デマルチプレクサ１０６の出力信号を受けビ
デオ信号およびオーディオ信号のＭＰＥＧデコードを実行するとともに、ビデオウォータ
マークおよびオーディオウォータマークを検出するウォータマーク検出部１０７と、検出
されたウォータマークを格納するＲＡＭ１１１と、ＭＰＥＧビデオデコーダ１０７のアナ
ログビデオ出力信号にＣＧＭＳ－Ａ方式に基づくマイクロビジョン信号を重畳する信号重
畳部１１２と、光ヘッドのフォーカス、トラッキング、および光ディスクＤＫの回転速度
を制御するサーボ処理装置１１４と、情報記録再生装置１００の各部を制御するＣＰＵ１
１５と、ＣＰＵ１１５による制御に必要なデータを随時記憶するＲＡＭ１１６と、を備え
る。
【００８９】
また、情報記録再生装置１００は、記録システムとして、デジタルビデオ信号を受けるイ
ンターフェース（１３９４インターフェース）１５１と、インターフェース１５１のビデ
オ出力信号からビデオウォータマークを検出／更新する検出／更新装置１５２と、インタ
ーフェース１５１のオーディオ出力信号からオーディオウォータマークを検出／更新する
検出／更新装置１５３と、検出されたウォータマークを格納するＲＡＭ１５４と、検出／
更新装置１５２、１５３から出力されたビデオ出力信号とオーディオ出力信号を多重化す
るマルチプレクサ１５５と、ＤＶＤフォーマットに基づく符号処理を行うＤＶＤ信号符号
器１５６と、ＤＶＤ符合器１５６の出力信号を変調し、光学ヘッド１０２に向けて変調信
号を出力する光変調器１５７と、を備える。
【００９０】
図４は、情報記録再生装置１００における再生動作手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【００９１】
図４のステップＳ１では、セクターＩＤの検出および設定を実行する。ステップＳ２では
、ステップＳ１におけるセクターＩＤの検出結果に基づいて再生中のコンテンツの終端ア
ドレスが検出されたか否か判断し、判断が肯定されればステップＳ３へ進み、判断が否定
されればステップＳ４へ進む。ステップＳ３ではコンテンツの終端アドレスが検出された
ことを示す終端フラグをセットして、ステップＳ５へ進む。
【００９２】
ステップＳ５ではデータが暗号化されているか否か判断し、暗号化されていると判定され
ればステップＳ６においてデクリプト処理を実行し、ステップＳ７へ進む。ステップＳ５
において、暗号化されていないと判定されれば、ステップＳ７へ進む。
【００９３】
ステップＳ７では、データの読取りを実行し、ステップＳ８において必要なデータ（１セ
クタ分のデータ）がすべて読取られたか否か判断する。判断が肯定されればステップＳ９
へ進み、判断が否定されればステップＳ１へ戻る。
【００９４】
ステップＳ９では、ＭＰＥＧデコード処理を実行し、次いでステップＳ１０ではウォータ
マークの検出を行う。次に、ステップＳ１１では、ステップＳ１０においてウォータマー
クが検出（検出中を含む）されたか否か判断し、判断が肯定されればステップＳ１２へ進
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み、判断が否定されればステップＳ２４へ進む。
【００９５】
ステップＳ１２ではウォータマークが検出できたか否か判断し、判断が肯定されればステ
ップＳ１３へ進み、判断が否定されればステップＳ１４へ進む。ステップＳ１３では検出
できた制御情報をウォータマーク用のレジスタにセットし、ステップＳ１４へ進む。
【００９６】
次にステップＳ１４では、ステップＳ１におけるセクターＩＤの検出結果に基づいて再生
中のコンテンツの先頭アドレスが検出されたか否か判断し、判断が肯定されればステップ
Ｓ１５へ進み、判断が否定されればステップＳ１６へ進む。ステップＳ１５では、後述す
るステップＳ２３で記憶された次のコンテンツの制御情報の内容をＷＭ（ウォータマーク
）レジスタにセットし、Ｓ１６へ進む。なお、ステップ１５でセットされた制御内容に従
って、本装置における各種処理が実行されることとなる。
【００９７】
ステップＳ１６では、ウォータマークが検出中であるか否か判断し、判断が肯定されれば
ステップＳ１７へ進み、判断が否定されればステップＳ１８へ進む。ステップＳ１７では
セクターＩＤ中の制御情報を信号重畳部１１２（図３）にセットし、ステップＳ２０へ進
む。したがって、再生開始後、ウォータマークが検出されるまでの間、信号重畳部１１２
がセットされず、アナログビデオ信号が複製許可の状態になってしまうことがない。
【００９８】
ステップＳ１８では、ステップＳ１３またはステップＳ１５でＷＭレジスタに記憶された
制御情報の内容が、読取られた再生中のセクターＩＤの制御情報と一致するか否か判断し
、判断が肯定されればステップＳ１９へ進み、判断が否定されればステップＳ２５へ進む
。ステップＳ２５では、ＩＤ中の制御情報が改竄されたおそれがあるとして所定の初期化
処理を実行し、図４の処理を終了する。
【００９９】
ステップＳ１９では、ＷＭレジスタに記憶された制御情報を信号重畳部１１２にセットす
る。次に、ステップＳ２０では、ウォータマークに含まれる、現在再生中のコンテンツの
終端位置および後続のコンテンツの制御情報の内容を読み出す。次に、ステップＳ２１で
は、終端フラグ（ステップＳ３）がセットされているか否か判断し、判断が肯定されれば
ステップＳ２２へ進み、判断が否定されればステップＳ２４へ進む。
【０１００】
ステップＳ２２では、ＷＭレジスタ内の制御情報を内容をリセット（記憶を消去）し、続
くステップＳ２３では、ステップＳ２０で読み出された次のコンテンツの制御情報の内容
をメモリにセットする。
【０１０１】
ステップＳ２４では終端フラグをリセットする。
【０１０２】
次に、ステップＳ２５では、再生が終了したか否か判断し、判断が肯定されれば図４の処
理を終了し、判断が否定されればステップＳ１へ戻る。
【０１０３】
このように、図４に示す処理では、再生中のコンテンツの終端アドレスおよび次のコンテ
ンツの制御情報の内容を読出し（ステップＳ２０）、コンテンツの終端アドレスに伴って
セットされた終端フラグを検出すると（ステップＳ２１：Yes）、ＷＭレジスタをクリア
し（ステップＳ２２）、次のコンテンツの制御情報をメモリにセットしている（ステップ
Ｓ２３）。そして、次のコンテンツの先端アドレスを検出すると（ステップＳ１４：Yes
）、先にメモリしておいたそのコンテンツの制御情報をＷＭレジスタにセットし（ステッ
プＳ１５）、信号重畳部１１２を制御している（ステップＳ１９）。したがって、ウォー
タマークの検出遅れによる影響を受けることなく、コンテンツの変化と共にそのコンテン
ツに対応する正しいマイクロビジョン信号をアナログビデオ信号に付加することができる
。
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【０１０４】
図５は、情報記録再生装置１００における記録動作手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【０１０５】
図５のステップＳ１０１では、ヘッダーＩＤの検出および設定を実行する。ステップＳ１
０２では、ステップＳ１０１におけるヘッダーＩＤの検出結果に基づいて記録中のコンテ
ンツ、すなわちデジタルビデオ入力されているコンテンツの終端アドレスが検出されたか
否か判断し、判断が肯定されればステップＳ１０３へ進み、判断が否定されればステップ
Ｓ１０４へ進む。ステップＳ１０３ではコンテンツの終端アドレスが検出されたことを示
す終端フラグをセットして、ステップＳ１０５へ進む。
【０１０６】
ステップＳ１０５ではデータが暗号化されているか否か判断し、暗号化されていると判定
されればステップＳ１０６においてデクリプト処理を実行し、ステップＳ１０７へ進む。
ステップＳ１０５において、暗号化されていないと判定されれば、ステップＳ１０７へ進
む。
【０１０７】
ステップＳ１０７では、データの読取りを実行し、ステップＳ１０８において必要なデー
タ（１セクタ分のデータ）がすべて読取られたか否か判断する。判断が肯定されればステ
ップＳ１１０へ進み、判断が否定されればステップＳ１０１へ戻る。
【０１０８】
次いでステップＳ１１０ではウォータマークの検出を行う。なお、記録すべきコンテンツ
に対してＭＰＥＧによるデータの圧縮がされている場合には、ステップＳ１１０に先だっ
て、ＭＰＥＧデコード処理を実行する。次に、ステップＳ１１１では、ステップＳ１１０
においてウォータマークが検出（検出中を含む）されたか否か判断し、判断が肯定されれ
ばステップＳ１１２へ進み、判断が否定されればステップＳ１２４へ進む。
【０１０９】
ステップＳ１１２ではウォータマークが検出できたか否か判断し、判断が肯定されればス
テップＳ１１３へ進み、判断が否定されればステップＳ１１４へ進む。ステップＳ１１３
では検出できた制御情報をＷＭレジスタにセットし、ステップＳ１１４へ進む。
【０１１０】
次にステップＳ１１４では、ステップＳ１０１におけるヘッダーＩＤの検出結果に基づい
て、記録中のコンテンツの先頭アドレスが検出されたか否か判断し、判断が肯定されれば
ステップＳ１１５へ進み、判断が否定されればステップＳ１１６へ進む。ステップＳ１１
５では、後述するステップＳ１２８で記憶された制御情報の内容をＷＭレジスタに登録し
、Ｓ１１６へ進む。なお、ステップ１１５でセットされた制御内容に従って、本装置にお
ける各種処理が実行されることとなる。
【０１１１】
　ステップＳ１１６では、ウォータマークが検出中であるか否か判断し、判断が肯定され
ればステップＳ１１９へ進み、判断が否定されればステップＳ１１７へ進む。
【０１１２】
　ステップＳ１１７では、ステップＳ１１３又はステップＳ１１５でＷＭレジスタにで記
憶された制御情報の内容が、記録中のセクタの制御情報と一致するか否か判断し、判断が
肯定されればステップＳ１１９へ進み、判断が否定されればステップＳ１１８へ進む。ス
テップＳ１１８では、動作が異常である場合の所定の初期化処理を実行し、図５の処理を
終了する。
【０１１３】
ステップＳ１１９では、記録対象のコンテンツが複製許可か否か判断し、判断が肯定され
ればステップＳ１２４へ進み、判断が否定されればステップＳ１２１へ進む。ステップＳ
１２１では、記録対象のコンテンツが複製禁止またはこれ以上の複製は禁止（１世代複製
許可であるが、既に１度記録されたものである）であるか否か判断する。この判断が肯定
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されればステップＳ１２２へ進み、この判断が否定されればステップＳ１２３へ進む。な
お、ステップＳ１２３の判断が否定されるのは、今回の記録が、１世代複製許可のコンテ
ンツに対する１世代目の記録に該当する場合である。ステップＳ１２２では警告表示を実
行して、ステップＳ１２５へ進む。
【０１１４】
ステップＳ１２３では、これ以上の複製は禁止であることを示すフラグをセットして、ス
テップＳ１２４へ進む。
【０１１５】
なお、このフラグセットに伴い、上述した検出／更新装置１５２、１５３（図３）は１回
コピーしたことを示す第２のウォータマークを各入力信号に埋め込むことにより、ウォー
タマークを更新する。また、ＤＶＤ信号符号器１５６は、入力信号に所定の暗号化処理を
施す。
【０１１６】
ステップＳ１２４では、コンテンツのデータを記録して、ステップＳ１２５へ進む。
【０１１７】
次に、ステップＳ１２５では、ウォータマークに含まれる、現在記録中のコンテンツの終
端位置および後続のコンテンツの制御情報の内容を読み出す。次に、ステップＳ１２６で
は、終端フラグ（ステップＳ１０３）がセットされているか否か判断し、判断が肯定され
ればステップＳ１２７へ進み、判断が否定されればステップＳ１３０へ進む。
【０１１８】
ステップＳ１２７では、ＷＭレジスタ内の制御情報を内容をリセット（記憶を消去）し、
続くステップＳ１２８では、ステップＳ１２５で読み出された次のコンテンツの制御情報
の内容をメモリにセットする。ステップＳ１２９では、終端フラグをリセットする。
【０１１９】
次に、ステップＳ１３０では、記録が終了したか否か判断し、判断が肯定されれば図５の
処理を終了し、判断が否定されればステップＳ１０１へ戻る。
【０１２０】
このように、図５に示す処理では、記録中のコンテンツの終端アドレスおよび次のコンテ
ンツの制御情報の内容を読出し（ステップＳ１２５）、記録コンテンツの終端アドレスに
伴ってセットされた終端フラグを検出すると（ステップＳ１２６：Yes）、ＷＭレジスタ
をクリアし（ステップＳ１２７）、次のコンテンツの制御情報をメモリにセットしている
（ステップＳ１２８）。そして、次の記録コンテンツの先端アドレスを検出すると（ステ
ップＳ１１２：Yes）、先にメモリしておいた次のコンテンツの制御情報をＷＭレジスタ
にセットし（ステップＳ１１３）、その制御情報を判断することができる（ステップＳ１
１９、ステップＳ１２１）。したがって、ウォータマークの検出遅れによる影響を受ける
ことなく、コンテンツの変化と共にそのコンテンツに対応する制御情報を直ちに判断する
ことができる。
【０１２１】
－第２の実施形態－
第１の実施形態では、各コンテンツのウォータマークに、当該コンテンツの終端位置およ
び後続のコンテンツの制御情報の内容を示す情報を含ませる場合を示したが、第２の実施
形態では、特定のコンテンツのウォータマークに制御情報の変化位置や制御情報の内容を
テーブルとして集約して記録している。
【０１２２】
図６は、第２の実施形態におけるウォータマークとして特定のコンテンツに入れる情報の
一例を示す図である。
【０１２３】
図６の例では、ウォータマークとして、当該コンテンツ（第１のコンテンツ）から次のコ
ンテンツ（第２のコンテンツ）への切り換わりに対応する制御情報の変化位置（図６にお
ける「第１の変化位置」）およびその変化前後の制御情報の内容、第２のコンテンツから
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次のコンテンツ（第３のコンテンツ）への切り換わりに対応する制御情報の変化位置（図
６における「第２の変化位置」）およびその変化前後の制御情報の内容…等が、順次特定
のコンテンツのウォータマークに記録されている。なお、図６は、テーブルが２５６バイ
トで表せる場合におけるテーブル内容を例示している。著作権および現在のコンテンツ（
再生中、受信中、記録中のコンテンツ）の制御情報の内容は、第１の実施形態と同様、各
コンテンツ中に入れられる。
【０１２４】
このようなテーブルは、パッケージメディアの場合、そのメディアに記録された全てのコ
ンテンツの切り換わりに対応する制御情報の変化位置およびその変化前後の制御情報を含
み、ディスク起動時に必ず読み込まれる箇所（例えば、ディスク内に記録されたタイトル
＃やチャプター＃、字幕言語等を選択するためのメニュー画面や、一番最初に再生される
コンテンツ（タイトル＃１）の先頭部分）にウォータマークとして強い強度で埋め込まれ
る。なお、このテーブル以外にも、各コンテンツにはその著作権を保護するため、各コン
テンツに対する制御情報がウォータマークとして埋め込まれる。
【０１２５】
また、放送によりコンテンツを配信するような場合には、このテーブルは、所定範囲内の
コンテンツの切り換わりに対応する制御情報の変化位置およびその変化前後の制御情報を
含み、比較的長い周期でウォータマークとして強い強度で埋め込まれる。
【０１２６】
パッケージメディアの場合、制御情報の変化位置はアドレスにより規定できる。また、放
送によりソフトを配信する場合等には、制御情報の変化位置はタイムスタンプにより規定
できる。
【０１２７】
この場合、第２の変化位置以降は、第１の変化位置を示すウォータマークが埋め込まれた
タイムスタンプからの相対タイムスタンプを示せばよい。
【０１２８】
図７は、図６に示すようなテーブルを有するパッケージメディアを情報記録再生装置１０
０（図３）により再生する場合の動作手順の一例を示すフローチャートである。
【０１２９】
図７のステップＳ２０１では、セクターＩＤの検出および設定を実行する。
【０１３０】
ステップＳ２０５ではデータが暗号化されているか否か判断し、暗号化されていると判定
されればステップＳ２０６においてデクリプト処理を実行し、ステップＳ２０７へ進む。
ステップＳ２０５において、暗号化されていないと判定されれば、ステップＳ２０７へ進
む。
【０１３１】
ステップＳ２０７では、データの読取りを実行し、ステップＳ２０８において必要なデー
タ（１セクタ分のデータ）がすべて読取られたか否か判断する。判断が肯定されればステ
ップＳ２０９へ進み、判断が否定されればステップＳ２０１へ戻る。
【０１３２】
ステップＳ２０９では、ＭＰＥＧデコード処理を実行し、次いでステップＳ２１０ではウ
ォータマークの検出を行う。次に、ステップＳ２１１では、ステップＳ２１０においてウ
ォータマークが検出（検出中を含む）されたか否か判断し、判断が肯定されればステップ
Ｓ２１２へ進み、判断が否定されればステップＳ２２４へ進む。
【０１３３】
ステップＳ２１２ではウォータマークが検出できたか否か判断し、判断が肯定されればス
テップＳ２１３へ進み、判断が否定されればステップＳ２１６へ進む。ステップＳ２１３
では検出したウォータマークが図６のテーブルか否か判断し、判断が肯定されればステッ
プＳ２１４へ進み、判断が否定されればステップＳ２１５へ進む。ステップＳ２１４では
、現在再生中の制御情報の内容とともに、図６のテーブルを読み込み、記憶し、ステップ
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Ｓ２１５へ進む。ステップＳ２１５では、現在再生中の制御情報をＷＭレジスタにセット
し、ステップＳ２１６へ進む。
【０１３４】
次にステップＳ２１６では、ステップＳ２０１におけるセクターＩＤの検出結果に基づい
て再生中のコンテンツが変化するアドレスが検出されたか否か判断し、判断が肯定されれ
ばステップＳ２１７へ進み、判断が否定されればステップＳ２１８へ進む。ステップＳ２
１７では、先のステップＳ２１４で記憶されたテーブルの中から次に再生するコンテンツ
の制御情報の内容をＷＭレジスタにセットし、Ｓ２１８へ進む。なお、ステップ２１７で
セットされた制御内容に従って、本装置における各種処理が実行されることとなる。
【０１３５】
ステップＳ２１８では、ウォータマークが検出中であるか否か判断し、判断が肯定されれ
ばステップＳ２１９へ進み、判断が否定されればステップＳ２２０へ進む。ステップＳ２
１９ではセクターＩＤ中の制御情報を信号重畳部１１２（図３）にセットし、ステップＳ
２２３へ進む。したがって、再生開始後、ウォータマークが検出されるまでの間、信号重
畳部１１２がセットされず、アナログビデオ信号が複製許可の状態になってしまうことが
ない。
【０１３６】
ステップＳ２２０では、ステップＳ２１５またはステップＳ２１７でＷＭレジスタに記憶
された制御情報の内容が、読取られた再生中のセクターの制御情報と一致するか否か判断
し、判断が肯定されればステップＳ２２１へ進み、判断が否定されればステップＳ２２２
へ進む。ステップＳ２２２では、ＩＤ中の制御情報が改竄されたものとして所定の初期化
処理を実行し、図７の処理を終了する。
【０１３７】
ステップＳ２１９では、ＷＭレジスタに記憶された制御情報を信号重畳部１１２にセット
する。
【０１３８】
次に、ステップＳ２２３では、再生が終了したか否か判断し、判断が肯定されれば図７の
処理を終了し、判断が否定されればステップＳ２０１へ戻る。
【０１３９】
このように、図７に示す処理では、図６のテーブルを記憶し（ステップＳ２１４）、コン
テンツの変化アドレスを検出すると（ステップＳ２１６：Yes）、記憶したテーブルの中
から次に再生する制御情報を呼び出してＷＭレジスタにセットし（ステップＳ２１７）、
信号重畳部１１２を制御している（ステップＳ２２１）。したがって、ウォータマークの
検出遅れによる影響を受けることなく、コンテンツの変化と共にそのコンテンツに対応す
る正しいマクロビジョン信号をアナログビデオ信号に付加することができる。更に、テー
ブルを記憶したことにより、例えサーとによりいくつかのコンテンツを飛び越して再生に
移行しても、その再生開始と同時にそのコンテンツの制御情報を把握し、直ちに正しいマ
イクロビジョン信号をアナログビデオ信号に付加することができる。
【０１４０】
図８は、図６に示すテーブルを有するパッケージメディアを情報記録再生装置１００（図
３）により記録する場合の動作手順の一例を示すフローチャートである。
【０１４１】
図８のステップＳ３０１では、ヘッダーＩＤの検出および設定を実行する。
【０１４２】
ステップＳ３０５ではデータが暗号化されているか否か判断し、暗号化されていると判定
されればステップＳ３０６においてデクリプト処理を実行し、ステップＳ３０７へ進む。
ステップＳ３０５において、暗号化されていないと判定されれば、ステップＳ３０７へ進
む。
【０１４３】
ステップＳ３０７では、データの読取りを実行し、ステップＳ３０８において必要なデー
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タ（１セクタ分のデータ）がすべて読取られたか否か判断する。判断が肯定されればステ
ップＳ３１０へ進み、判断が否定されればステップＳ３０１へ戻る。
【０１４４】
次いでステップＳ３１０ではウォータマークの検出を行う。なお、記録すべきコンテンツ
に対してＭＰＥＧによるデータの圧縮がされている場合には、ステップＳ３１０に先だっ
て、ＭＰＥＧデコード処理を実行する。次に、ステップＳ３１１では、ステップＳ３１０
においてウォータマークが検出（検出中を含む）されたか否か判断し、判断が肯定されれ
ばステップＳ３１２へ進み、判断が否定されればステップＳ３２４へ進む。
【０１４５】
ステップＳ３１２ではウォータマークが検出できたか否か破断し、判断が肯定されればス
テップＳ３１３へ進み、判断が否定されればステップＳ３１６へ進む。ステップＳ３１３
では検出したウォータマークが図６のテーブルか否か判断し、判断が肯定されればステッ
プＳ３１４へ進み、判断が否定されればステップＳ３１５へ進む。ステップＳ３１４では
、現在記録中の制御情報の内容とともに、図６のテーブルを読み込み、記憶し、ステップ
Ｓ３１５へ進む。ステップＳ３１５では、現在記録中の制御情報をＷＭレジスタにセット
し、ステップＳ３１６へ進む。
【０１４６】
次にステップＳ３１６では、ステップＳ３０１におけるヘッダーＩＤの検出結果に基づい
て、記録中のコンテンツの先頭アドレスが検出されたか否か判断し、判断が肯定されれば
ステップＳ３１７へ進み、判断が否定されればステップＳ３１８へ進む。ステップＳ３１
７では、先のステップＳ３１４で記憶されたテーブルの中から次に記録するコンテンツの
制御情報の内容をＷＭレジスタに登録し、Ｓ３１８へ進む。なお、ステップ３１７でセッ
トされた制御内容に従って、本装置における各種処理が実行されることとなる。
【０１４７】
　ステップＳ３１８では、ウォータマークが検出中であるか否か判断し、判断が肯定され
ればステップＳ３２２へ進み、判断が否定されればステップＳ３２０へ進む。
【０１４８】
ステップＳ３２０では、ステップＳ３１５またはステップＳ３１７でＷＭレジスタに記憶
された制御情報の内容が、記録中のセクタの制御情報と一致するか否か判断し、判断が肯
定されればステップＳ３２２へ進み、判断が否定されればステップＳ３２１へ進む。ステ
ップＳ３２１では、ＩＤ中の制御情報が改竄されたおそれがあるものとして所定の初期化
処理を実行し、図８の処理を終了する。
【０１４９】
ステップＳ３２２では、ウォータマーク検出中の場合にはＩＤ中の制御情報に基づいて、
ウォータマーク検出後の場合にはウォータマークレジスタ中の制御情報に基づいて、それ
ぞれ記録対象のコンテンツが複製許可か否か判断し、判断が肯定されればステップＳ３２
６へ進み、判断が否定されればステップＳ３２３へ進む。ステップＳ３２３では、ステッ
プＳ３２２の判断と同様に、制御情報に基づいて、記録対象のコンテンツが複製禁止また
はこれ以上の複製は禁止（１世代複製許可であるが、既に１度記録されたものである）で
あるか否か判断する。この判断が肯定されればステップＳ３２４へ進み、この判断が否定
されればステップＳ３２５へ進む。なお、ステップＳ３２５の判断が否定されるのは、今
回の記録が、１世代複製許可のコンテンツに対する１世代目の記録に該当する場合である
。ステップＳ３２４では警告表示を実行して、ステップＳ３２７へ進む。
【０１５０】
ステップＳ３２５では、これ以上の複製は禁止であることを示すフラグをセットして、ス
テップＳ３２６へ進む。
【０１５１】
なお、このフラグセットに伴い、上述した検出／更新装置１５２、１５３（図３）は１回
コピーされたことを示す第２のウォータマークを各入力信号に埋め込むことにより、ウォ
ータマークを更新する。また、ＤＶＤ信号符号器１５６は、入力信号に所定の暗号化処理
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を施す。
【０１５２】
ステップＳ３２６では、コンテンツのデータを記録して、ステップＳ３２７へ進む。
【０１５３】
次に、ステップＳ３２７では、記録が終了したか否か判断し、判断が肯定されれば図８の
処理を終了し、判断が否定されればステップＳ３０１へ戻る。
【０１５４】
このように、図８に示す処理では、図６のテーブルを記憶し（ステップＳ３１４）、コン
テンツの変化アドレスを検出すると（ステップＳ３１６：Yes）、記憶したテーブルの中
から次に記録する制御情報を呼び出してＷＭレジスタにセットし（ステップＳ３１７）、
その制御情報を判断している（ステップＳ３２２、ステップＳ３２３）。したがって、ウ
ォータマークの検出遅れによる影響を受けることなく、コンテンツの変化と共にそのコン
テンツに対応する制御情報を直ちに判断することができる。
【０１５５】
図９は、本発明の複製管理方法に従い、放送されるコンテンツにウォータマークを埋め込
むことができる放送局側の送出装置の構成例を示すブロック図である。
【０１５６】
図９に示す送出装置２００は、複数のウォータマーク埋め込みブロック２０１と、ヘッダ
ーを埋め込むとともにウォータマーク埋め込みブロック２０１の出力信号を多重化するマ
ルチプレクサ２０８と、マルチプレクサ２０８の出力信号を変調するとともに必要に応じ
て映像にスクランブルをかける変調部２０９と、変調部２０９の出力信号を増幅して送出
する送出器２１０とを備える。
【０１５７】
図９に示すように、ウォータマーク埋め込みブロック２０１は、コンテンツが記録された
ビデオテープを再生するためのビデオカセットレコーダ２０２と、ビデオカセットレコー
ダの出力信号（映像信号）にウォータマークを埋め込むウォータマーク埋め込み装置２０
３と、ビデオカセットレコーダから出力されるコンテンツのビデオ信号およびオーディオ
信号をそれぞれＭＰＥＧ方式およびＡＣ３方式によりデータ圧縮するエンコーダ２０４と
、コンテンツの終端、始点、切り替わりのタイミングおよび各コンテンツの制御情報の内
容を出力するコンテンツ区切り情報生成器２０５と、ビデオカセットレコーダ２０２およ
びコンテンツ区切り情報生成器２０５を制御するコンテンツ制御装置２０６とを備える。
【０１５８】
ウォータマーク埋め込みブロック２０１では、ビデオカセットレコーダ２０２から出力さ
れるコンテンツのビデオ信号およびオーディオ信号に対し、ウォータマーク埋め込み装置
２０３においてウォータマークが埋め込まれる。ウォータマーク埋め込み装置２０３には
、コンテンツ区切り情報生成器２０５からコンテンツの区切りのタイミングを示すタイム
スタンプや、制御情報の内容を示す情報が出力される。これにより、コンテンツの区切り
のタイミングを示すタイムスタンプや、制御情報の内容を示す情報を有するウォータマー
クがコンテンツのビデオ信号あるいはオーディオ信号に付加される。
【０１５９】
図９に示す送出装置を用いて、例えば第１の実施形態のようにコンテンツの終端や次のコ
ンテンツの制御情報の内容を示すウォータマークをコンテンツに埋め込んだり、第２の実
施形態のように、複数の制御情報の変化位置や制御情報の内容を格納するテーブルを所定
のコンテンツにウォータマークとして埋め込んだりしたうえで、複数のコンテンツを連続
して、または間隔をあけて放送することができる。
【０１６０】
送出装置２００における処理は、コンピュータ（例えばコンテンツ制御装置）により解読
可能なソフトウェアプログラムに従って実行させることもできる。この場合、請求項に記
載された「電子透かしに制御内容の変化位置を示す変化位置情報を含ませる手順」は、コ
ンテンツ制御装置２０６により制御されるコンテンツ区切り情報生成装置２０５において
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、請求項に記載された「電子透かしをコンテンツに埋め込む手順」はコンテンツ制御装置
２０６により制御されるウォータマーク埋め込み装置２０３において、それぞれ実行する
ことができる。
【０１６１】
図１０は、本発明の複製管理方法に従いウォータマークが埋め込まれたコンテンツを受信
する受信装置の構成例を示すブロック図である。
【０１６２】
図１０に示す受信装置３００は、４相位相変調方式で変調された受信信号を復調する復調
器３０１と、復調器３０１の出力信号からスクランブルを除去するデスクランブラ３０２
と、デスクランブラ３０２からの映像信号が入力されるＭＰＥＧデコーダ３０３と、デス
クランブラ３０２からの音声信号が入力されるＡＣ３デコーダ３０４と、デスクランブラ
３０２の出力信号からヘッダの情報を抽出するヘッダ抜き出し部と、ＭＥＰＧデコードさ
れた映像信号からウォータマークを検出するウォータマーク検出部３０７と、ＡＣ３デコ
ードされた音声信号からウォータマークを検出するウォータマーク検出部３０８と、ウォ
ータマーク検出部３０７の出力信号にＣＧＭＳ－Ａ方式によるマクロビジョン信号を重畳
する信号重畳部３０９と、受信装置３００の各部を制御するＣＰＵ３１１とを備える。
【０１６３】
本受信装置３００では、コンテンツのビデオ信号およびオーディオ信号に埋め込まれたウ
ォータマークをウォータマーク検出装置３０７により検出することで、コンテンツの区切
りのタイミングを示すタイムスタンプや、制御情報の内容を示す情報を得ることができる
。これにより、コンテンツの区切りのタイミングに合せて、迅速に信号重畳部３０９を制
御することができる。実際の処理としては、図４、図５、図７あるいは図８に示したよう
な手順により、コンテンツの区切りあるいは制御情報の変化のタイミングや切換えられる
制御情報の内容等を予め検出すればよい。これにより、受信装置３００を用いて、第１の
実施形態のようにコンテンツの終端や次のコンテンツの制御情報の内容を検出したり、第
２の実施形態のように、複数の制御情報の変化位置や制御情報の内容を格納するテーブル
を読み込んだりすることができる。
【０１６４】
なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではない。例えば、図２に示す例では
、制御情報の内容の変化位置を示す情報として、ウォータマークが現在のコンテンツの終
端位置を示しているが、次のコンテンツの先端位置を示してもよい。
【０１６５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、デジタル情報からなるコンテンツに制御情報の内
容の変化位置を示す変化位置情報を含む電子透かしを埋め込むので、コンテンツの再生時
、記録時、あるいは受信時等において電子透かしを読み取ることにより、制御情報の内容
の変化位置を予め認識しておくことができる。したがって、コンテンツの切り替わり時な
どに発生する制御情報の変化に迅速に対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の複製管理方法が適用される光ディスクのデータレイアウトを示す図。
【図２】ウォータマークとして埋め込まれる内容を示す図。
【図３】本発明の複製管理方法が適用された光ディスク（ＤＶＤ）に対する情報記録再生
装置の構成を示すブロック図。
【図４】情報記録再生装置における再生動作手順を示すフローチャート。
【図５】情報記録再生装置における記録動作手順を示すフローチャート。
【図６】第２の実施形態におけるウォータマークとして特定のコンテンツに入れる情報の
一例を示す図。
【図７】テーブルを有するパッケージメディアを情報記録再生装置により再生する場合の
動作手順を示すフローチャート。
【図８】テーブルを有するパッケージメディアを情報記録再生装置により記録する場合の
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動作手順を示すフローチャート。
【図９】放送局側の送出装置の構成例を示すブロック図。
【図１０】ウォータマークが埋め込まれたコンテンツを受信する受信装置の構成例を示す
ブロック図。
【符号の説明】
１０４　ＤＶＤ信号復調器（変化位置検出手段）
１０７　ウォータマーク検出部（電子透かし読取手段）
１１５　ＣＰＵ（制御手段）
２０１　ウォータマーク埋め込みブロック
２１０　送出器
ＤＫ

【図１】

【図２】

【図３】
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